
こ
の
春
か
ら
国
際
線
が
大
増
発
さ
れ
た
羽
田
空
港
に
比
べ
る
と「
遠
い
」・「
L
C
C
が
多
い
」等
の
理
由
か
ら
、地
味
な
存
在
に
な
り
つ
つ
あ
る
成
田
空
港
…

し
か
し
、バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か
な
そ
の
路
線
網
は
、決
し
て
羽
田
空
港
に
は
負
け
て
い
ま
せ
ん
！

今
回
の
特
集
で
は
、成
田
空
港
か
ら
新
規
に
就
航（
予
定
含
む
）し
た
デ
ィ
ス
ト
ー
シ
ョ
ン
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
ご
紹
介
致
し
ま
す
。

で
す
。（
詳
し
く
は
ブ
ロ
グ
に
て
）

　し
か
し
、愛
着
が
あ
っ
て
も
こ
れ
と
い
っ
て
特
に
何
も
な
い
街

な
の
が
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
。こ
こ
は
経
済
と
見
本
市
の
街
な
の

で
す
が
、少
し
移
動
す
れ
ば
観
光
も
十
分
に
楽
し
め
ま
す
。

　有
名
な
世
界
遺
産
・ケ
ル
ン
大
聖
堂
が
あ
る
ケ
ル
ン
は
隣
町

で
す
。さ
ら
に
足
を
延
ば
し
て
、そ
の
先
の
ラ
イ
ン
川
ク
ル
ー
ズ

の
発
着
地
の
一
つ
、コ
ブ
レ
ン
ツ
も
快
適
な
ド
イ
ツ
鉄
道
に
乗
っ

て
し
ま
え
ば
1
時
間
程
で
行
く
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　旧
市
街
や
ラ
イ
ン
ガ
ウ（
ド
イ
ツ
ワ
イ
ン
の
産
地
）、周
辺
の
古

城
等
、実
は
見
ど
こ
ろ
豊
富
な
コ
ブ
レ
ン
ツ
か
ら
、『
父
な
る
ラ

イ
ン
』と
呼
ば
れ
る
ラ
イ
ン
川
の
ク
ル
ー
ズ
に
乗
船
し
ま
す
。美

し
い
古
城
が
次
々
と
現
れ
る
こ
の
流
域
を
ビ
ー
ル
や
白
ワ
イ
ン

を
片
手
に
し
て
、中
世
の
風
を
感
じ
な
が
ら
目
の
前
の
景
色
の

中
に
騎
士
の
姿
を
探
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

　そ
し
て
、ラ
イ
ン
ガ
ウ
醸
造
の
地
と
し
て
名
高
い
リ
ュ
ー
デ
ス

ハ
イ
ム
で
下
船
し
て
、つ
ぐ
み
横
丁
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
。こ
じ

ん
ま
り
し
て
可
愛
ら
し
い
こ
の
町
の
横
丁
に
は
、ワ
イ
ン
シ
ョ
ッ

プ
や
レ
ス
ト
ラ
ン
が
た
く
さ
ん
軒
を
連
ね
て
、世
界
中
か
ら
観

光
客
が
集
ま
り
、賑
や
か
に
旅
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

　さ
あ
、ド
イ
ツ
特
産
リ
ー
ス
リ
ン
グ
の
キ
リ
ッ
と
し
な
が
ら
も

甘
い
白
ワ
イ
ン
を
ア
イ
ス
バ
イ
ン
や
ソ
ー
セ
ー
ジ
等
の
ド
イ
ツ
料

理
と
共
に
お
召
し
上
が
り
下
さ
い
。そ
れ
は
、き
っ
と
ド
イ
ツ
旅

行
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
の
一つ
に
な
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

　こ
こ
ま
で
来
れ
ば
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
は
目
と
鼻
の
先
で
す
。

「
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
か
ら
フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
」間
で
、ち
ょ
っ
と

し
た
1
泊
2
日
の
ト
ラ
ン
ジ
ッ
ト
ツ
ア
ー
が
組
め
ま
す
。

　次
回
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
行
か
れ
る
際
に
は
、ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
少

し
余
裕
を
持
た
せ
て
、是
非
と
も
成
田
空
港
発
着
の
全
日
空
の

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
線
を
使
っ
て
、ラ
イ
ン
川
周
辺
へ
気
軽
に
立

ち
寄
っ
て
み
て
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。お
す
す
め
で
す
。

　計
画
が
持
ち
上
が
っ
て
は
消
え
去
る
こ
と
過
去
数
度
…
…

　い
よ
い
よ
成
田
か
ら
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
へ
の
直
行
便
が
就

航
致
し
ま
し
た
。

　以
前
か
ら
需
要
の
多
か
っ
た
都
市
で
す
が
、訪
問
す
る
た
め

に
は
欧
州
主
要
都
市
で
乗
継
ぐ
か
、フ
ラ
ン
ク
フ
ル
ト
か
ら
ド
イ

ツ
新
幹
線
I
C
E
や
バ
ス
に
乗
車
し
陸
路
で
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る

し
か
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　こ
れ
か
ら
は
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
は
も
ち
ろ
ん
、近
隣
都
市
の

ケ
ル
ン
や
ボ
ン
も
含
め
て
、ド
イ
ツ
国
内
へ
の
移
動
が
大
変
便
利

に
な
る
と
同
時
に
、繁
忙
期
に
は
欧
州
各
都
市
へ
の
補
完
的
役

割
の
フ
ラ
イ
ト
と
し
て
も
利
用
価
値
が
高
そ
う
で
す
。

　個
人
的
に
思
い
入
れ
の
強
い
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
へ
の
直
行

便
就
航
は
、私
に
と
っ
て
大
変
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。そ
の
昔
、

デ
ュ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
へ
は
添
乗
員
と
し
て
何
度
も
訪
れ
た
こ
と

が
あ
り
、良
い
思
い
出
も
悪
い
思
い
出
も
た
く
さ
ん
あ
る
の

N
arita A

irpor
t

成
田
空
港
か
ら
続
々
と

　
　新
規
路
線
が
就
航
中
!

Feature
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ケルン
デュッセルドルフからドイツ鉄道で約20分。ライン川を渡るとケルン中央駅
に到着します。ドーム型の大きな駅舎を出ると目の前には威容を誇るケルン
大聖堂が…。その圧倒的な存在感と巨大さにきっと驚かされるはず。
塔の上まで約500段。体力に自信のある方はチャレンジしてみては。

ライン川クルーズ
モーゼル川の分岐点でもあるコブレンツ
からKDラインに乗船します。現代でもラ
イン川は交通の大動脈で、ドイツの各都
市やスイスへと積荷を運ぶ貨物船やタ
ンカーと一緒に進みます。難所である
ローレライの岩を通過する時は、船長の
腕の見せどころです。

リューデスハイムとつぐみ横丁
ドイツワインの有名な産地の一つ、ライ
ンガウにあるワイン醸造の町リューデス
ハイム。シーズンになると、つぐみ横丁で
は昼間からたくさんの人々が楽しそうに
ワインを片手に歌っているのを見ると、こ
ちらまで楽しくなってしまいます。
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…
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デ
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イ
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レ
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れ
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デ
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。
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は
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少
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空
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日
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デ
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寄
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が
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ょ
う
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で
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画
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が
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は
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去
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こ
と
過
去
数
度
…
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よ
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よ
成
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セ
ル
ド
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フ
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の
直
行
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が
就

航
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し
ま
し
た
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前
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ら
需
要
の
多
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っ
た
都
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で
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が
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都
市
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ト
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線
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に
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陸
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ア
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ま
せ
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し
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。
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デ
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も
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の
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に
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の
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的
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も
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が
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そ
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で
す
。
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的
に
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の
強
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デ
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ル
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フ
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の
直
行

便
就
航
は
、私
に
と
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て
大
変
嬉
し
い
ニ
ュ
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ス
で
す
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の
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、

デ
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と
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て
何
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た
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思
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あ
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　ご
存
知
！
全
豪
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
選
手
権
や
F
1
グ
ラ
ン
プ

リ
の
会
場
と
し
て
も
有
名
な
豪
州
を
代
表
す
る
観
光
都
市
、メ

ル
ボ
ル
ン
へ
L
C
C
の
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
の
直
行
便
が
就
航
し

ま
し
た
。近
年
、日
本
か
ら
オ
セ
ア
ニ
ア
方
面
へ
の
フ
ラ
イ
ト
数

は
減
少
傾
向
で
し
た
が
、こ
れ
で
ま
た
少
し
便
利
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、直
行
便
は
往
路
の
み
で
、復
路
は
シ
ド
ニ
ー
や
ケ
ア
ン

ズ
で
乗
継
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　イ
タ
リ
ア
を
…
い
え
、世
界
を
代
表
す
る
観
光
都
市
ヴ
ェ

ネ
チ
ア
へ
成
田
か
ら
直
行
便
が
就
航
致
し
ま
し
た
。

　日
本
か
ら
イ
タ
リ
ア
へ
の
直
行
便
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
は
、

日
本
航
空
が
撤
退
し
た
後
、長
き
に
渡
り
ア
リ
タ
リ
ア
航
空

の
ロ
ー
マ
線
と
ミ
ラ
ノ
線
の
み
で
し
た
が
、今
回
新
た
に

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
線
が
加
わ
っ
た
こ
と
は
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。

世
界
的
観
光
地
に
も
関
わ
ら
ず
、ア
ジ
ア
か
ら
の
直
行
便
は

意
外
に
も〝
初
〞で
す
。

　週
2
便
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
す
が
、フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
や
ボ
ロ
ー
ニ
ア
、そ
し
て
今
ま
で
あ
ま
り
行
く
機
会
の

な
か
っ
た
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
国
境
の
街
、ト
リ
エ
ス
テ
方

面
へ
の
観
光
も
大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

　ヴ
ェ
ネ
チ
ア
か
ら
帰
国
す
る
場
合
、東
京
行
き
の
あ
る
ミ

ラ
ノ
ま
で
鉄
道
で
行
く
か
、航
空
機
で
欧
州
主
要
都
市
を
経

由
す
る
等
し
て
い
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
は
直
行
便
を
利
用

で
き
ま
す
の
で
、時
間
や
コ
ス
ト
の
軽
減
は
も
ち
ろ
ん
、荷

物
が
ロ
ス
ト
さ
れ
る
確
率
が
低
く
な
っ
た
こ
と
は
、と
て
も

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

　今
ま
で
よ
り
近
く
な
っ
た
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
は
、観
光
の
ほ
か

に
も
ク
ル
ー
ズ
の
発
着
地
と
し
て
人
気
が
高
い
都
市
で
す
。

こ
の
機
会
に
是
非
と
も
、ヴ
ェ
ネ
チ
ア
港
か
ら
出
航
す
る
地

中
海
ク
ル
ー
ズ
に
乗
船
し
、ミ
コ
ノ
ス
島
や
サ
ン
ト
リ
ー
ニ

島
、ド
ブ
ロ
ブ
ニ
ク
等
の
世
界
遺
産
を
巡
る
旅
を
お
楽
し
み

下
さ
い
。

　そ
の
時
に
は
、出
港
直
後
か
ら
思
い
出
に
残
る
シ
ー
ン
に

出
逢
え
ま
す
。大
型
客
船
か
ら
見
下
ろ
す
海
に
浮
か
ぶ
ヴ
ェ

ネ
チ
ア
の
風
景
は
、一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
！

　今
後
、ヴ
ェ
ネ
チ
ア
で
は
環
境
配
慮
の
た
め
、大
型
客
船

の
航
行
が
一
部
制
限
さ
れ
ま
す
の
で
、お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

ジェットスターで行く、
「メルボルン」

　ハ
ノ
イ
と
ホ
ー
チ
ミ
ン
シ
テ
ィ
の
中
間
、ベ
ト
ナ
ム
中
部
に
位

置
す
る
ダ
ナ
ン
へ
の
直
行
便
が
7
月
か
ら
就
航
す
る
予
定
で
す
。

　近
年
、商
都
と
し
て
大
き
く
発
展
し
て
い
る
ダ
ナ
ン
は
ビ
ー

チ
リ
ゾ
ー
ト
も
併
せ
持
ち
、同
じ
地
域
に
位
置
す
る
ニ
ャ
チ
ャ

ン
、フ
エ
、そ
し
て
世
界
遺
産
の
街
ホ
イ
ア
ン
と
と
も
に
外
国
資

本
系
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
も
多
く
、ベ
ト
ナ
ム
で
は
、現
在
も
っ

と
も
開
発
が
進
ん
で
い
る
穴
場
の
リ
ゾ
ー
ト
地
で
す
。

ベトナム航空で行く、
「ダナン」

　い
よ
い
よ
ア
フ
リ
カ
大
陸
へ
直
行
便
が
、9
月
頃
に
就
航
す
る

予
定
で
す
。そ
の
国
は
…
エ
チ
オ
ピ
ア
。

　エ
ジ
プ
ト
航
空
の
カ
イ
ロ
行
直
行
便
が
運
休
中
の
現
在
、日

本
か
ら
ア
フ
リ
カ
大
陸
へ
の
旅
は
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
東
、東
南

ア
ジ
ア
で
の
乗
継
し
か
な
く
、ほ
ぼ
1
日
を
要
し
ま
し
た
が
、エ

チ
オ
ピ
ア
航
空
の
直
行
便
就
航
に
よ
り
大
き
く
改
善
さ
れ
、サ

フ
ァ
リ
に
代
表
さ
れ
る
ア
フ
リ
カ
の
旅
が
よ
り
便
利
で
身
近
に

な
り
ま
す
。

エチオピア航空で行く、
「アジスアベバ」

トリエステ
ヴェネチア共和国、オーストリア帝国、そして
フランス帝国等をはじめ、中世には様々な国
家に支配された影響で、イタリアらしくない
人 と々街並みがとても印象的。

ダナン
「フュージョン・マイア・リゾート」に代表される高
級リゾートホテルがあります。プール付きヴィラタ
イプのお部屋、プライベートビーチ、そして自慢の
スパはなんと滞在中無料です。

メルボルン
毎年1月に開催される、南半球の真夏の祭典「全
豪オープン」は、強烈な日差しのため、屋根付き
のスタジアムで観戦しましょう。2015年は1月
19日から熱戦が繰り広げられます。

アジスアベバ
エチオピアがアフリカ大陸のどこにあるかお解り
になりますか？　思わず世界地図で調べてしま
いました…。直行便就航とともに、再びアフリカ
大陸が注目されることになりそうです。

ヴェネチア
10万トンクラスの客船になるとその高さは50m以上です。
ビルに例えると15～20階相当になるでしょうか。
大型客船のお部屋のバルコニーは、素晴らしい“ヴェネチア
ビュールーム”になるのです。

Fly to Melbourne !Fly to Da Nang !
Fly to Addis Ababa !

●国際線と国内線航空券（全世界の全券種をご用意！）
●現地発着オプショナルツアー
●スポーツ・オペラ等の観戦チケット
●他社主催パッケージツアーの手配を会員様割引にてご提供
●法人様（業務出張）とのお取引
●世界のクルーズ
●IMGニック・ボロテリーテニスアカデミー（米フロリダ）
●ATAテニスアカデミー（豪州シドニー）

●世界各地のホテル
●現地の専用送迎車＆ガイド
●レンタカー
●査証（ビザ）
●ボルドーやブルゴーニュ地方のシャトー巡りツアー
●ウィンブルドンをはじめとする四大大会他テニス観戦の手配
●ゴルフの聖地、セント・アンドリュースでのゴルフプレーの手配
●フルマラソンに挑戦！ホノルルマラソンツアー

世界各方面の格安航空券からビジネスクラス航空券、国内線航空券まで幅広く取り揃えております。
ご希望に応じた航空券をご紹介し手配させて頂きます。

〒152-0035  東京都目黒区自由が丘 ３-17-1 リバティヒルビル4階　　TEL：03-3723-1500  FAX：03-3723-8788
E-Mail：iwasaki@libertyhill.co.jp　　Web：http://www.libertyhillvacations.co.jp
営業時間：平日 ９：3０～18：３０／日曜 １０：００～18：0０／土曜日・祝祭日・年末年始は休業
東京都知事登録旅行業第3-5278号／日本旅行業協会協力会員／総合旅行業務取扱管理者　岩崎治幸

貴方の旅のスタイルに合わせたバケーション創りのお手伝いをさせて頂きます。何なりとお申し付けください。
旅のご相談はリバティヒルバケーションへ

リバティヒルバケーション
（LHV）

アリタリア航空で行く、
「ヴェネチア」

Fly to Venezia !
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　ご
存
知
！
全
豪
オ
ー
プ
ン
テ
ニ
ス
選
手
権
や
F
1
グ
ラ
ン
プ

リ
の
会
場
と
し
て
も
有
名
な
豪
州
を
代
表
す
る
観
光
都
市
、メ

ル
ボ
ル
ン
へ
L
C
C
の
ジ
ェ
ッ
ト
ス
タ
ー
の
直
行
便
が
就
航
し

ま
し
た
。近
年
、日
本
か
ら
オ
セ
ア
ニ
ア
方
面
へ
の
フ
ラ
イ
ト
数

は
減
少
傾
向
で
し
た
が
、こ
れ
で
ま
た
少
し
便
利
に
な
り
ま
す
。

た
だ
し
、直
行
便
は
往
路
の
み
で
、復
路
は
シ
ド
ニ
ー
や
ケ
ア
ン

ズ
で
乗
継
が
必
要
で
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

　イ
タ
リ
ア
を
…
い
え
、世
界
を
代
表
す
る
観
光
都
市
ヴ
ェ

ネ
チ
ア
へ
成
田
か
ら
直
行
便
が
就
航
致
し
ま
し
た
。

　日
本
か
ら
イ
タ
リ
ア
へ
の
直
行
便
の
ゲ
ー
ト
ウ
ェ
イ
は
、

日
本
航
空
が
撤
退
し
た
後
、長
き
に
渡
り
ア
リ
タ
リ
ア
航
空

の
ロ
ー
マ
線
と
ミ
ラ
ノ
線
の
み
で
し
た
が
、今
回
新
た
に

ヴ
ェ
ネ
チ
ア
線
が
加
わ
っ
た
こ
と
は
嬉
し
い
ニ
ュ
ー
ス
で
す
。

世
界
的
観
光
地
に
も
関
わ
ら
ず
、ア
ジ
ア
か
ら
の
直
行
便
は

意
外
に
も〝
初
〞で
す
。

　週
2
便
か
ら
の
ス
タ
ー
ト
に
な
り
ま
す
が
、フ
ィ
レ
ン

ツ
ェ
や
ボ
ロ
ー
ニ
ア
、そ
し
て
今
ま
で
あ
ま
り
行
く
機
会
の

な
か
っ
た
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と
の
国
境
の
街
、ト
リ
エ
ス
テ
方

面
へ
の
観
光
も
大
変
便
利
に
な
り
ま
し
た
。

　ヴ
ェ
ネ
チ
ア
か
ら
帰
国
す
る
場
合
、東
京
行
き
の
あ
る
ミ

ラ
ノ
ま
で
鉄
道
で
行
く
か
、航
空
機
で
欧
州
主
要
都
市
を
経

由
す
る
等
し
て
い
ま
し
た
が
、こ
れ
か
ら
は
直
行
便
を
利
用

で
き
ま
す
の
で
、時
間
や
コ
ス
ト
の
軽
減
は
も
ち
ろ
ん
、荷

物
が
ロ
ス
ト
さ
れ
る
確
率
が
低
く
な
っ
た
こ
と
は
、と
て
も

大
き
な
メ
リ
ッ
ト
だ
と
思
い
ま
す
。

　今
ま
で
よ
り
近
く
な
っ
た
ヴ
ェ
ネ
チ
ア
は
、観
光
の
ほ
か

に
も
ク
ル
ー
ズ
の
発
着
地
と
し
て
人
気
が
高
い
都
市
で
す
。

こ
の
機
会
に
是
非
と
も
、ヴ
ェ
ネ
チ
ア
港
か
ら
出
航
す
る
地

中
海
ク
ル
ー
ズ
に
乗
船
し
、ミ
コ
ノ
ス
島
や
サ
ン
ト
リ
ー
ニ

島
、ド
ブ
ロ
ブ
ニ
ク
等
の
世
界
遺
産
を
巡
る
旅
を
お
楽
し
み

下
さ
い
。

　そ
の
時
に
は
、出
港
直
後
か
ら
思
い
出
に
残
る
シ
ー
ン
に

出
逢
え
ま
す
。大
型
客
船
か
ら
見
下
ろ
す
海
に
浮
か
ぶ
ヴ
ェ

ネ
チ
ア
の
風
景
は
、一
見
の
価
値
が
あ
り
ま
す
！

　今
後
、ヴ
ェ
ネ
チ
ア
で
は
環
境
配
慮
の
た
め
、大
型
客
船

の
航
行
が
一
部
制
限
さ
れ
ま
す
の
で
、お
早
め
に
ど
う
ぞ
。

ジェットスターで行く、
「メルボルン」

　ハ
ノ
イ
と
ホ
ー
チ
ミ
ン
シ
テ
ィ
の
中
間
、ベ
ト
ナ
ム
中
部
に
位

置
す
る
ダ
ナ
ン
へ
の
直
行
便
が
7
月
か
ら
就
航
す
る
予
定
で
す
。

　近
年
、商
都
と
し
て
大
き
く
発
展
し
て
い
る
ダ
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は
ビ
ー

チ
リ
ゾ
ー
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も
併
せ
持
ち
、同
じ
地
域
に
位
置
す
る
ニ
ャ
チ
ャ
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、フ
エ
、そ
し
て
世
界
遺
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の
街
ホ
イ
ア
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と
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国
資

本
系
の
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
も
多
く
、ベ
ト
ナ
ム
で
は
、現
在
も
っ

と
も
開
発
が
進
ん
で
い
る
穴
場
の
リ
ゾ
ー
ト
地
で
す
。

ベトナム航空で行く、
「ダナン」

　い
よ
い
よ
ア
フ
リ
カ
大
陸
へ
直
行
便
が
、9
月
頃
に
就
航
す
る

予
定
で
す
。そ
の
国
は
…
エ
チ
オ
ピ
ア
。

　エ
ジ
プ
ト
航
空
の
カ
イ
ロ
行
直
行
便
が
運
休
中
の
現
在
、日

本
か
ら
ア
フ
リ
カ
大
陸
へ
の
旅
は
、ヨ
ー
ロ
ッ
パ
や
中
東
、東
南

ア
ジ
ア
で
の
乗
継
し
か
な
く
、ほ
ぼ
1
日
を
要
し
ま
し
た
が
、エ

チ
オ
ピ
ア
航
空
の
直
行
便
就
航
に
よ
り
大
き
く
改
善
さ
れ
、サ

フ
ァ
リ
に
代
表
さ
れ
る
ア
フ
リ
カ
の
旅
が
よ
り
便
利
で
身
近
に

な
り
ま
す
。

エチオピア航空で行く、
「アジスアベバ」

トリエステ
ヴェネチア共和国、オーストリア帝国、そして
フランス帝国等をはじめ、中世には様々な国
家に支配された影響で、イタリアらしくない
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ダナン
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級リゾートホテルがあります。プール付きヴィラタ
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豪オープン」は、強烈な日差しのため、屋根付き
のスタジアムで観戦しましょう。2015年は1月
19日から熱戦が繰り広げられます。

アジスアベバ
エチオピアがアフリカ大陸のどこにあるかお解り
になりますか？　思わず世界地図で調べてしま
いました…。直行便就航とともに、再びアフリカ
大陸が注目されることになりそうです。
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10万トンクラスの客船になるとその高さは50m以上です。
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●ウィンブルドンをはじめとする四大大会他テニス観戦の手配
●ゴルフの聖地、セント・アンドリュースでのゴルフプレーの手配
●フルマラソンに挑戦！ホノルルマラソンツアー
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